
お の ま ち広

報

笑 顔 と が ん ば り の 町

Public Relations   ONOMACHI

6
No.712

2022



小野町総務課　☎ 0 2 4 7 - 7 2 - 2 1 1 1

あなたに合わせた
役立つ情報をお届けします

※通信料やパケット料金は利用者負担となります。定額制にしていない場合などは通信料が高額になることもありますので、ご注意ください。

役立つ情報をお届けします

小野町 LINE 公式アカウント
はじめました

①友だち登録する

②受信設定する

最初のトーク画面で受信設定をします。
受信を希望する情報を選択しない場合は、一斉通知を除き、町から配信する情報は受信されません。
設定した内容は、あとで変更することができます。

リッチメニューから
「受信設定」をタップします。

「世代」「性別」「地域」
「希望する情報」を選択します。

受信設定内容を確認し、「設定」を
タップしたら登録完了です。

@onotown

友だち募集中！

小町さくら

小野町では LINE 公式アカウントを開設し、
令和３年 10 月１日から運用を開始しました。
町の最新情報や観光・イベント情報、災害時の緊急情報など、
くらしに役立つ情報をお届けします。
どなたでも登録できますので、ぜひご利用ください。

※お使いのスマートフォンなどに LINE 株式会社が運営するコミュニケーションアプリ
　「LINE」をインストールしておく必要があります。

LINE を開き、「ホーム」画面の
右上にある「友だち追加」（人）
のアイコンをタップします。

次のいずれかの方法で登録します。
①「QRコード」のアイコンをタップし、
　右のQRコードを読み取る。
②「検索」のアイコンをタップし、ID
　検索で「@onotown」と検索する。

　町では、LINE公式アカウントで最新の町政情報や

観光・イベント情報、災害時の緊急情報など、くらし

に役立つ情報を随時配信しています！

　友だちの登録方法は簡単！「友だち追加」の画面か

ら、以下のいずれかの方法で登録してください。

①右下のQRコードを読み込む

②ID「@onotown」で検索する

　登録後、年代や性別、必要な

情報など「受信設定」をすること

で、あなたに必要な情報だけを

受け取ることができます！

　ぜひご登録ください。

小野町LINE公式アカウント
友だち募集中！
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広報おのまちは

iOS用 android用

で配信中！

水路を管理し、水を張
り、苗を植える。
米づくりは八十八回も
の手間が必要と例えら
れています。
たくさんの手間を知る
と、見慣れていた田園
風景がより一層美しく
感じられます。

写真：山田淳輝
（地域おこし協力隊）



まちトピック

永年の功績に栄誉

　前小野町長の大和田昭さん（浮金）が令和４
年春の叙勲で旭日双光章を、福島県各種功労
者県知事表彰で地方自治功労者知事表彰をそ
れぞれ受章（賞）されました。
　大和田さんは、小野町議会議員を平成12
年から３期12年にわたって務められ、うち
２期８年は議長として町議会の円滑な運営に
ご尽力されました。平成25年からは町長と
して２期８年にわたり、地域活性化や子育て
支援に力を注ぎ、住民福祉の向上と町政発展
に大きく貢献されました。さらに県国民健康
保険団体連合会会長や県治水協会会長などを
歴任し、幅広い分野でご活躍されました。
　このたびの受章、誠におめでとうございま
す。　

大和田昭さんの功績に栄誉
春の叙勲旭日双光章・地方自治功労者知事表彰

大和田さん

猪狩信男さんの功績に栄誉
春の叙勲瑞宝単光章

　元小野町消防団長の猪狩信男さん（平舘）が
令和４年春の叙勲で瑞宝単光章を受章されま
した。
　猪狩さんは、昭和58年の入団以来、30年
の長きにわたり消防団員としてご活躍され、
平成22年４月に消防団長に任命されてから
は、火災現場を想定した大規模な放水訓練を
実施するなど、若手団員の指導育成に努めら
れました。また東日本大震災をはじめとした
さまざまな災害においては、自ら先頭に立っ
て活動され、町民の安全安心を守るためにご
尽力いただきました。
　このたびの受章、誠におめでとうございま
す。

3 ONOMACHI  June_2022

猪狩さん



令和３年度消防功労者消防長官表彰
竿
か ん と う じ ゅ

頭綬受賞・永年勤続功労賞受賞

　小野町B&G海洋センタープールを改修する費用としてブルーシー・アンド・グリーンランド財団（B&G
財団）が、町に1,620万円を助成することを決定し、決定書授与式が４月27日、役場で行われました。
　B＆G財団の古山透常務理事が来町し、修繕助成金決
定書が町長に手渡されました。
　小野町B＆G海洋センター（プール・体育館）は、３億
1,400万円をかけ、昭和59年に完成し、昭和61年にB
＆G財団から町に無償譲渡されました。以来、地元住
民の皆さんに利用されてきましたが、施設建設から30
年以上が経過したため、このたび、プールの改修工事

（上屋鉄骨塗装、プールサイド改修、照明のLED化など）
を行うことで、より安全で快適な施設として、リニュー
アルします。
　シーズンオフとなる10月から改修を行います。

B&G財団が1,620万円助成
「小野町B&G海洋センター修繕助成」決定書授与式

古山常務理事（左）

　令和３年度消防功労者消防長官表彰において、小野町消防団が竿頭綬を受賞し、横田巧副団長（湯沢）が
永年勤続功労賞を受賞されました。
　竿頭綬は、消防関係機関と連携し、優れた消防活動を行っ
ている消防団に対して授与されるもので、このたびの受賞は、
小野町消防団と郡山地方広域消防組合が合同で実施した独自
の防災訓練や消防アプリの導入が評価されたものです。
　また横田副団長は、入団以来26年の長きにわたり、消防
団員としてご活躍され、平成30年からは副団長に任命され、
団長のサポート役として、新型コロナウイルス感染症予防対
策を講じた消防団活動の企画・運営などにご尽力されていま
す。
　このたびの受賞、誠におめでとうございます。

左から町長、横田副団長、須藤団長、吉田副団長、
副町長

「本は未来をつくる魔法の力！」
− 児童図書贈呈プロジェクト −

　小野ロータリークラブ（大千里義市会長）から、放課後児童
クラブと放課後子ども教室に、本棚と児童図書110冊を寄贈
いただきました。
　小野ロータリークラブでは、子どもたちに読書の習慣を身
につけてもらうことを目的に、家庭などで読み終えた本を収
集し、児童施設などへプレゼントする活動を行っております。
　寄贈いただいた児童図書は、両施設での活動において有効
に活用させていただきます。
　このたびのご厚意に対し、紙上より厚く御礼申し上げます。

大千里会長(左)と放課後児童クラブの子どもたち
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町と農家のパイプ役
集落農政推進協議会会長委嘱

　令和４年度の集落農政推進協議会会長を委嘱
しました。
　この協議会は、農業の振興と農業経営の安定、
農村環境整備を図ることを目的とし、町と農家
とのパイプ役として活動いただくものです。
　各集落の会長は右表のとおりです。また役員
は次のとおり決まりました。（敬称略）
◇会　長　大久保　浩　（夏　井）
◇副会長　佐藤　房男　（谷津作）
　　〃　　宗像　　智　（浮　金）

行 政 区 氏　名 行 政 区 氏　名
大 八 先崎　　誠 浮 金 宗像　　智
谷 津 作 佐藤　房男 小 戸 神 郡司　広幸
小野赤沼 西牧　福治 小野山神 郡司　　孝
菖 蒲 谷 矢内　英利 夏 井 大久保　浩
雁 股 田 矢吹　高徳 南田原井 村上　保正
皮 籠 石 草野　賢一 湯 沢 長久保 孝一
飯 豊 上 吉田　孝好 塩庭一区 草野　政氏
飯 豊 中 横田　清一 塩庭二区 吉田　茂治
飯 豊 下 宗像　　衛 上羽出庭 駒木根雅彦
吉 野 辺 郡司　守進 和 名 田 佐藤　　茂

高柴山・矢大臣山で山開き開催
ー３年ぶりの開催 ー

　小野町観光協会主催の山開きが５月22日に高
柴山、６月４日に矢大臣山で行われました。

【高柴山山開き】
　当日は、山頂において安全祈願祭が執り行われ、
村上町長・白石田村市長をはじめ、両市町の関係
者が玉串を捧げ、今年１年の登山者の安全を祈り
ました。雨の降るあいにくの天気ではありました
が、山頂のヤマツツジを楽しむ登山者や、展望台
にのぼって歓声を上げる子どもたちの姿が見られ
ました。

【矢大臣山山開き】
　気持ちの良い青空の中、村上町長、竹川町議会
副議長をはじめ、地元湯沢行政区の方々が参加し、
安全祈願祭が執り行われ、登山者の無事故を祈り
ました。山頂では、額に汗し登頂した心地の良い
疲労感と、眺望を楽しむ達成感に包まれた登山者
の笑顔があふれていました。
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